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特
集
に
あ
たって

山
影
　
進

●
新
し
い
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

　

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
が
大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。
し

か
も
急
速
に
。

　

二
〇
〇
三
年
一
〇
月
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
首
脳
た

ち
は
第
二
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
協
和
宣
言
を
採
択
し
て
、

二
〇
二
〇
年
ま
で
に
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
共
同
体
を
構
築

す
る
こ
と
に
合
意
し
た
。
二
〇
〇
七
年
一
月
に
は
、

目
標
年
を
二
〇
一
五
年
に
前
倒
し
す
る
こ
と
に
合

意
し
た
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
共
同
体
は
、
政
治
安
全
保

障
、
経
済
、
社
会
文
化
の
三
本
柱
か
ら
な
り
、
各

分
野
の
共
同
体
創
設
に
向
け
て
青
写
真
が
す
で
に

発
表
さ
れ
て
い
る
。

　

二
〇
〇
七
年
一
一
月
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
首
脳
た

ち
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
憲
章
を
採
択
し
た
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
そ
の
も
の
に
関
す
る
初
め
て
の
条
約
で
あ
る
。

二
〇
〇
八
年
一
〇
月
ま
で
に
全
加
盟
国
が
批
准
を

済
ま
せ
、
一
一
月
に
発
効
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
運
営
組
織
全
体
が
大
き
く
変
わ
る

こ
と
に
な
っ
た
。
首
脳
会
議
が
正
式
の
最
高
意
思

決
定
機
関
に
な
り
、
毎
年
二
回
開
催
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
暦
年
交
代
に
よ
る
議
長
国
制
度
が
導

入
さ
れ
、
二
〇
〇
九
年
の
議
長
国
と
し
て
タ
イ
が

就
任
し
た
。

　

一
九
九
七
年
以
来
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
首
脳
会
議
に
あ

わ
せ
て
毎
年
開
催
さ
れ
て
き
た
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
＋
３

（
日
中
韓
）
首
脳
会
議
に
加
え
、
二
〇
〇
五
年
か

ら
は
東
ア
ジ
ア
首
脳
会
議
（
Ｅ
Ａ
Ｓ
）
が
開
催
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
Ｅ
Ａ
Ｓ
に
は
日
中
韓
に
イ

ン
ド
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

も
加
わ
っ
た
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
が
自
分
た
ち
と
の
協

力
関
係
の
基
盤
と
し
て
域
外
諸
国
に
加
入
を
要
請

し
て
き
た
東
南
ア
ジ
ア
友
好
協
力
条
約（
Ｔ
Ａ
Ｃ
）

に
は
、
二
〇
〇
三
年
に
中
国
、
イ
ン
ド
が
加
入
し

て
以
来
、
日
本
を
は
じ
め
次
々
と
加
入
す
る
国
が

増
え
、
二
〇
〇
九
年
に
は
ア
メ
リ
カ
ま
で
も
加
入

し
た
。

　

他
方
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
も
露
呈
し
て
い
る
。

慣
例
に
従
え
ば
二
〇
〇
六
年
の
首
脳
会
議
を
開
催

す
る
は
ず
だ
っ
た
ミ
ャ
ン
マ
ー
は
、
二
〇
〇
五
年

の
外
相
会
議
の
際
に
辞
退
さ
せ
ら
れ
た
。

二
〇
〇
八
年
一
二
月
に
予
定
さ
れ
て
い
た
バ
ン
コ

ク
で
の
首
脳
会
議
は
タ
イ
の
政
治
不
安
の
せ
い
で

延
期
に
な
り
、
二
〇
〇
九
年
二
月
に
よ
う
や
く
場

所
を
変
え
て
開
催
に
こ
ぎ
つ
け
た
。
し
か
も
同
時

に
開
催
さ
れ
る
は
ず
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
＋
３
首
脳
会

議
や
Ｅ
Ａ
Ｓ
は
、
結
局
二
度
の
延
期
の
末
に
中
止

に
追
い
込
ま
れ
た
。

　

こ
こ
数
年
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
動
き
は
め
ま
ぐ
る

し
い
。
た
し
か
に
従
来
の
姿
と
見
比
べ
る
と
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
は
変
わ
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
の
「
新

し
い
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
」
は
統
合
を
深
化
さ
せ
て
い
る

よ
う
に
見
え
る
反
面
、
内
部
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
分

裂
要
因
や
停
滞
要
因
を
抱
え
た
ま
ま
で
あ
る
。
新

し
い
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
、
ど
の
よ
う
な
意
味
で
新
し

く
な
っ
た
の
か
。
従
来
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
は
ど
の

よ
う
に
変
わ
り
つ
つ
あ
る
の
か
。
単
に「
新
し
い
」

と
言
っ
て
み
て
も
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に
対
す
る
理
解

が
深
ま
る
わ
け
で
は
な
い
。

●
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
脱
皮
で
き
る
か

　

一
九
六
七
年
に
発
足
し
た
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
、
基

本
的
に
は
政
府
間
の
緩
や
か
な
継
続
的
会
議
外
交

の
場
で
あ
っ
た
。
Ｔ
Ａ
Ｃ
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
相
互
の
紛
争
を
平
和
的
に
解
決

す
る
た
め
の
善
隣
友
好
増
進
と
相
互
不
信
低
減
の

枠
組
み
と
し
て
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
機
能
し
て
き
た
。

そ
の
た
め
に
、
国
内
政
治
に
は
口
出
し
し
な
い
不

文
律
が
定
着
し
た
。
コ
ン
セ
ン
サ
ス
に
よ
る
合
意

で
す
ら
、
加
盟
各
国
を
拘
束
し
な
い
緩
や
か
な
も

の
に
限
ら
れ
た
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
自
由
貿
易
地
域
の

形
成
も
、
域
内
関
税
引
き
下
げ
と
例
外
品
目
減
少

地
域
制
度
と
し
て
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
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を
各
国
が
自
主
的
に
進
め
る
仕
組
み
で
あ
っ
た
。

　

他
方
で
、
過
去
四
〇
年
に
わ
た
る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

の
合
意
と
活
動
の
累
積
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
自
体
を

き
わ
め
て
複
雑
で
分
か
り
に
く
い
制
度
に
し
て
し

ま
っ
た
。
設
立
当
初
よ
り
年
次
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
外

相
会
議
が
最
高
意
思
決
定
機
関
で
あ
り
続
け
た
が
、

当
初
は
非
公
式
で
ま
れ
に
し
か
開
か
れ
な
い
首
脳

会
議
が
一
九
九
〇
年
代
後
半
に
は
年
次
開
催
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
経
済
協
力
・
機
能
協
力
は
多

岐
に
わ
た
り
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
経
済
閣
僚
会
議
を
筆

頭
に
各
種
の
閣
僚
級
会
議
が
設
置
さ
れ
た
。
こ
う

し
た
首
脳
級
、
閣
僚
級
の
会
議
に
お
け
る
さ
ま
ざ

ま
な
形
式
の
合
意
は
文
字
通
り
無
数
と
な
り
、
関

連
事
項
が
複
雑
に
絡
ま
り
合
う
事
態
と
な
っ
た
。

　

二
一
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
、

一
九
九
〇
年
代
の
自
己
変
革
（
統
合
の
深
化
と
加

盟
国
の
拡
大
）
を
踏
ま
え
、
さ
ら
な
る
自
己
変
革

へ
の
道
を
歩
ん
で
い
る
。
自
己
変
革
は
、
少
な
く

と
も
三
つ
の
側
面
で
進
み
つ
つ
あ
る
。
ま
ず
理
念

の
変
革
で
あ
る
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
共
同
体
の
創
設
は
、

従
来
の
国
家
の
連
合
体
と
し
て
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
を

大
き
く
変
え
る
で
あ
ろ
う
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
憲
章
で

は
、
従
来
か
ら
の
主
権
尊
重
や
内
政
不
干
渉
に
加

え
て
、
民
主
主
義
や
人
権
に
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
具
体

化
と
し
て
、
ロ
ゴ
だ
け
で
な
く
旗
や
歌
が
制
定
さ

れ
た
。
つ
ぎ
に
組
織
面
の
変
革
で
あ
る
。
首
脳
会

議
の
年
二
回
開
催
、
各
種
閣
僚
会
議
の
整
理
、
議

長
国
制
度
、
事
務
局
強
化
、
常
駐
代
表
制
度
な
ど

き
わ
め
て
多
岐
に
わ
た
る
。
人
権
機
関
も
設
置
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
最
後
に
、
社
会
の

変
革
で
あ
る
。
民
主
主
義
の
価
値
を
以
前
よ
り
も

重
視
し
、
市
民
社
会
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
活
動
）
が
活
発
に

な
れ
ば
、
こ
の
地
域
の
社
会
に
大
き
な
変
化
が
生

じ
る
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
自
己
変
革
を
進
め
る
う
え
で
障
碍
が
山

積
し
て
い
る
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
軍
事
政
権
へ
の
対
応
、

政
治
体
制
の
違
い
、
民
主
化
し
た
国
の
政
治
不
安

定
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
の
間
の
そ
し
て
国
内
の
経

済
格
差
、
国
際
テ
ロ
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
非

伝
統
的
安
全
保
障
へ
の
脅
威
な
ど
き
り
が
な
い
。

●
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
研
究
の
伝
統
の
う
え
に

　

右
の
よ
う
な
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
大
き
な
変
化
を
踏

ま
え
、
財
団
法
人
日
本
国
際
問
題
研
究
所
（
国
問

研
）
は
、
変
貌
し
つ
つ
あ
る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
そ
の
も

の
、
つ
ま
り
地
域
制
度
と
し
て
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に

焦
点
を
当
て
た
研
究
会
を
二
〇
〇
八
年
に
発
足
さ

せ
た
。
国
問
研
の
客
員
研
究
員
を
務
め
る
青
山
学

院
大
学
の
菊
池
努
教
授
を
中
心
に
、
筆
者
も
加

わ
っ
て
共
同
研
究
を
進
め
て
い
る
。

　

国
問
研
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
が
日
本
で
広
く
認
知

さ
れ
る
前
か
ら
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に
継
続
的
に
関
心
を

払
っ
て
き
た
。
設
立
一
〇
周
年
を
前
に
し
て
研
究

会
を
組
織
し
、
成
果
を
岡
部
達
味
編
『
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
を
め
ぐ
る
国
際
関
係
』
と
し
て
一
九
七
七
年
に

刊
行
し
た
。
設
立
二
〇
周
年
に
あ
た
っ
て
は
、
岡

部
達
味
編
『
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
二
〇
年
』
を
刊
行
し

た
。
東
南
ア
ジ
ア
研
究
所
や
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
国
際
問

題
戦
略
研
究
所
連
合
と
の
共
同
研
究
や
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
の
成
果
も
数
多
く
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

一
九
九
六
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
資
料

集
成
一
九
六
七
―
九
六
』（
Ｃ
Ｄ
―
Ｒ
Ｏ
Ｍ
）に
は
、

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
が
カ
バ
ー
し

き
れ
て
い
な
い
初
期
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
資
料
も
含

ま
れ
て
い
る
。
今
世
紀
に
入
る
と
、『
転
換
期
の

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
』（
二
〇
〇
一
年
）、『
東
ア
ジ
ア
地

域
主
義
と
日
本
外
交
』（
二
〇
〇
三
年
）
を
相
次

い
で
刊
行
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
蓄
積
の
あ
る
研
究
機
関
が
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
の
現
段
階
を
多
面
的
に
分
析
し
て
い
る
の
は

時
宜
を
得
た
も
の
と
言
え
よ
う
。
来
年
春
を
目
安

に
し
て
研
究
成
果
を
英
語
で
発
表
す
る
計
画
で
あ

る
が
、
こ
の
特
集
は
、
い
わ
ば
日
本
語
に
よ
る
中

間
報
告
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
対
外
的
に
初
め
て

研
究
会
で
の
議
論
を
公
開
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

従
来
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
研
究
が
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
加
盟

国
か
ら
な
る
地
域
全
体
の
地
政
学
、
東
南
ア
ジ
ア

を
め
ぐ
る
域
外
大
国
の
関
係
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
主
要

国
の
経
済
成
長
や
産
業
構
造
な
ど
に
関
心
を
寄
せ

て
き
た
の
に
対
し
、
こ
の
特
集
は
制
度
と
し
て
の

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に
焦
点
を
絞
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
大

別
し
て
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
内
部
に
関
わ
る
問
題
関
心

と
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
を
取
り
囲
む
国

際
社
会
と
の
関
係
に
関
わ
る
問
題
関
心
に
分
け
ら

れ
る
で
あ
ろ
う
。
以
下
の
特
集
論
文
で
は
、
こ
の

両
面
を
多
角
的
に
分
析
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
通

じ
て
、
今
日
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
立
体
像
が
浮
か
び

上
が
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

（
や
ま
か
げ　

す
す
む
／
東
京
大
学
）
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